
1.序　　現代社会において人々の抱く都市に対するイメー

ジは、実体験だけでなく様々なメディアによっても形成

されている。そうしたものの一つに街歩きガイドブック 1)

を挙げることができる。そこでは解説文や写真、地図など

により街を紹介することで、特定のテーマにそった空間体

験が提示されている。特に散策ルートが描かれた地図（以

下、散策ルートマップ）には、その街の広がりや他の街

とのつながりを読み取ることができる。そこで、本研究で

は街歩きガイドブックに掲載された散策ルートマップを資

料とし、そのルート形状とネットワークを検討することか

ら、東京における場所の広がりとそのネットワークに関す

るイメージの一端を明らかにすることを目的とする。

2. 駅セットの抽出と性格
2-1.散策ルートを構成する単位ルート　　図 1 のように資

料とした散策ルートマップは、散策の始点となる駅、終点

となる駅、またそれらをつなぐルートの近傍にある通過点

駅 2) によって示されている。そこで、通過点駅で分節し

た単位ルート 3) を抽出し、その形状を整理した（図 2）。

2-2. 単位ルートの組合せからみた駅セット　　資料におい

て、同じ駅の組合せをもつ単位ルートがみられたことから、

その登場回数により、駅セットと弱駅セットとを定義し、
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抽出した（図 3）。また、単位ルートの形状の組合せから

駅セットの空間的な広がりを位置づけた（表 1）。

3. 駅セットのネットワーク
3-1. 駅セットのネットワークと形状　　前章で捉えた駅

セットには、それらが連結することで、ネットワークを

形成しているものがみられた。そこで、駅セット同士の

関係を検討することから、32 の駅セットのネットワーク

を抽出し、その形状を整理した（表 2）。

3-2. 駅ポリマーと駅モノマー　　次に、駅セットのネット

ワークにおいて、弱駅セットによるつながりの有無を検

討することから、弱駅セットによって連結された 2 つの

大きなまとまり（以下、駅ポリマー）を見出した（図 4）。

一方で、他の駅セットとのネットワークを形成せず、単

一の駅のみで成立する駅セット（以下、駅モノマー）も

見出せた。

4. 駅セットのネットワークと地理的特徴の関係　　前章

までに捉えた駅セットのネットワークの分布を、東京の

実際の地理的特徴と合わせて検討する（図 5）。

4-1. 駅セットのネットワークの分布　　まず、２つの駅ポ

リマーは山手線内を南北に二分するように分布している

ことがわかる。また、その北部には池袋を含むもの（No.25）
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表 2　駅セットのネットワーク形状

表 1　駅セットの広がり
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と巣鴨・駒込を含むもの（No.30）の比較的大きなネット

ワークが分布している。また、山手線の南西部には駅モ

ノマーとなった渋谷駅がみられた。ここで、2 つの駅ポ

リマーの内容を検討する。まず、駅ポリマー 1 は、飯田

橋、御茶ノ水、日暮里を結ぶネットワーク（No.31）が弱

いつながりによって浅草や東向島といった東部に広がる

ものである。次に、最大のまとまりである駅ポリマー２は、

皇居周辺を囲むネットワーク（No.32）を中心として東西

に広がっている。その西側ではネットワークが大きく南

西側へと広がりながらも、駅モノマーである渋谷がある

ことで、西側へのまとまりと南側へのまとまりに分岐し

ている。一方、東側においても分岐がみられ、蔵前まで

張り出す北東側への広がりと、湾岸部を周り込み山手線

の内側の地域（No.29）へとつながるものがみられた。

4-2. 駅セットのネットワークと自然地形　　まず、駅セッ

トのネットワーク同士の境界と自然地形との関係を検討

する（図 5 右）。その結果、それらの間には対応がみられ、

特に谷となっているところで、ネットワークが分断され

易いということが伺えた。この時、非常に近接しながら

も連結されなかった神保町と九段下との境界付近のよう

に、高架と河川が同時にみられるものが多かった。次に、

駅セットのネットワークの広がりと自然地形との関係を

検討する。まず、豊島台地や本郷台地のように比較的小

規模な台地が分布する東京北部においては、地形の起伏

によって境界づけられた独立性の強い領域的なまとまり

が並存している。一方で、淀橋台地という大規模な台地

が広がる東京の南部においては、皇居や外苑といった緑

地によって分節された領域的なまとまりが、弱いネット

ワークによって結びつけられることで輪郭が曖昧な連鎖

的広がりが南西方向に形成されている。

5. 結　　以上、街歩きガイドブックの散策ルートマップ

において、繰り返しみられる駅の組合せを駅セットとし

て抽出し、それらの関係を検討することから、連結して

いく駅ポリマーと、周辺の駅セットから独立し単一の駅

で成立する駅モノマーとを見出した。また、東京におけ

るそれらの分布は地理的特徴との対応がみられ、東京北

部では複数の比較的完結した領域的広がりが形成されて

いるのに対し、東京南部ではひとつながりの輪郭が曖昧

な領域的広がりが形成されるということを明らかにした。

近年、様々な街歩きガイドブックが出版されている。本研究では過去 5 年以内に発行
された街歩きガイドブックのうち、23 区内を対象とし、様々なテーマの散策ルート
が掲載されているもの 18 冊を資料対象とする。
ルートの近傍 200m 以内に位置する駅を通過点駅として定義する。
単位ルートの基点となる駅の組合せは全 531 種類みられた。
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